
※通話料無料 
※番号をよくお確かめのうえ、おかけください。 
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※上記番号に接続できない通信機器・回線の場
合は、086-214-6337へおかけください（た
だし通話料がかかります）。 
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調査データ データから見る　幼児教育 

 

インタビュー 

秋田喜代美 

園内研修に関するＱ＆Ａ 

大豆生田啓友 

実践の紹介 
ビデオカンファレンス／ 
複数園による合同研究保育／ 
全員参加による教育課程の編成／ロールプレイ 

特集 東京大学大学院 
教育学研究科教授 

関東学院大学 
人間環境学部准教授 
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　保育者の質の維持・向上という課
題に効果的にアプローチするには園
内研修の実施が欠かせません。その
方法についてお話しする前に、まず
は保育者の質について改めて考えて
みましょう。
　幼保を問わず、保育は高い専門性

が求められる専門職です。これは改
定保育所保育指針の中に、保育者は
「専門性の向上に努めなければなら
ない」と記されたことにも示されて
います。
　専門性を高めるとは、具体的には
どのようなことを指すのでしょう

か。まず、保育が専門職である以
上、基本的な知識・技能を備えてい
るだけでは不十分と言わざるを得ま
せん。知識・技能はあくまでもベー
スにすぎず、職業的倫理観の上に立
ち、一人ひとりの子どもの実態や環
境に合わせて、複雑な状況への即興
的判断にもとづいて、そのときどき
に適した保育を提供する必要があり
ます。それこそが専門性の高い保育、
つまりは質の高い保育と言えます。

振り返り、課題を見つけ、
改善を図るサイクルを
ベネッセ次世代育成研究所の調査では、
幼保・公私ともに、園が直面する最大の課題は、
「教員（保育士等）の質の維持・向上」でした。（３ページ表１）
この課題を解決するための鍵を握るのが園内研修です。
保育の質の向上を研究テーマのひとつとする
東京大学の秋田喜代美教授に、これからの幼児教育に
求められる研修についてお話しをうかがいました。

東京大学大学院教育学研究科教授

秋田喜代美
あきた・きよみ
東京大学大学院教育学研究科教授、学校教育高度化センター長。
専門は発達心理学、教育心理学、教師教育。
著書に、『保育の心もち』（ひかりのくに）、
『今に生きる保育者論』（共著、みらい）など。

特集

「すぐに、手軽に、効果的に」取り組める実践のポイント

保育者の専門性をみがくとともに
園内に一体感を生み出す効果

P01-05.indd   1 09.8.25   10:46:08 AM

今回「園内研修」をテーマに取材を行っ
て感じたことは、保育には「こうすればい

い」という答えがないということでした。だからこそ、保育者が
各々の考え方や見方を共有し、保育を振り返り続けることが大
切なのでしょう。園内研修の手法は多くありますが、保育者同
士が気軽に相談し合えるような雰囲気をつくることが、何より
の学び合いの機会となるのかもしれません。（杉田）

編 集 後 記

次号は2010年1月下旬発刊（予定）
年３回の発刊（予定）です

2 0 1 0 ● S p r i n g

上記の刊行物はすべてホームページからご覧いただけます。

http: //www.benesse.co.jp/ jisedaiken/

ベネッセ次世代育成研究所からの発刊物のご案内

ベネッセ次世代育成研究所各種検索エンジンで
「ベネッセ次世代育成研究所」と検索してください。

Ａ４判　２４ページ

◎２００８年３月に告示された幼稚園教育
要領改訂のポイントを解説。また、幼稚園
における子育て支援の実態について、ベ
ネッセ次世代育成研究所が行った調査
の結果や現場の実践例を紹介しています。

特集

幼稚園教育要領改訂の
ポイント

Ａ４判　２４ページ

◎幼稚園教育要領の改訂を受け、現場
ではどのようなことに留意して保育を展開
していくとよいでしょうか。「規範意識」「協
同して遊ぶ」という改訂のキーワードを解
説する実践紹介も掲載しています。

特集

幼稚園教育要領改訂を
日々の保育にどう生かす？

Ａ４判　２４ページ

◎改訂幼稚園教育要領でも強調された
「幼小連携」について、調査より明らかに
なった現状や実践例を紹介しています。
座談会では小学校が幼稚園に期待する
ことを取り上げました。

特集

幼小連携の充実に向けて
現場が取り組むべきこと

Ａ４判　２４ページ

◎今後の動きが注目される幼保一体化
について、その課題や展望を汐見稔幸先
生と無藤隆先生の巻頭対談でとりあげま
す。また、幼保公私さまざまな立場のかた
からの寄稿から新しい幼児教育を考えて
います。

インタビュー

幼保一体化と
新しい幼児教育

発行人 新井 健一
編集人 後藤 憲子
印刷・製本 （株）協同プレス
企画・製作 ベネッセ次世代育成研究所
発行所 （株）ベネッセコーポレーション　
 〒１０１-８６８５　東京都千代田区神田神保町１-１０５
 神保町三井ビルディング

編集協力 （有）ペンダコ／二宮良太
撮影協力 ヤマグチイッキ／
 谷口哲／川上一生

「これからの幼児教育を考える」2009秋号
2009年9月20日発行

次号予告

幼児教育・保育に関する発刊物

◎０歳から就学前までの子
どもの成長発達と保育者の
かかわりや、幼児の言動の
意味と援助のポイントをまと
めました。

Ａ４判　１１２ページ

保育所での
子どもの発達と
保育のポイント

©ベネッセ次世代育成研究所　◎無断転載を禁じます

無料

◎４、５歳児の遊びの事例
を５９サンプル収集し、遊び
に含まれる学びの可能性や
保育者のかかわりを分析し
ました。

Ａ４判　７２ページ

幼児の遊びにみられる
学びの芽

無料

無料

◎全国の幼稚園・保育所を
対象に共通の設計に基づ
き、幼児教育・保育の実情
と課題を明らかにした調査
の報告書。

B5判　160ページ

第1回 
幼児教育・保育についての
基本調査報告書
（幼稚園編・保育所編）

頒価1500円有料

NEW

※ホームページから購入申込みできます。
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特集

インタビュー

振り返り、課題を見つけ、改善を図るサイクルを
東京大学大学院教育学研究科教授　秋田喜代美

6 園内研修に関するQ&A

ポイントを押さえて研修をより効果的に
関東学院大学人間環境学部准教授　大豆生田啓友

19 調査データ

園内研修の頻度　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19
園内研修にかける費用（年額）・・・・・・・・・・ 20
多くの保育士が研修に参加するための工夫　・・ 20
園外研修の頻度　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21
園外研修にかける費用（年額）・・・・・・・・・・ 21

教員・保育士の雇用形態　・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22
教員・保育士の資格　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23
教員・保育士の経験年数　・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23
保育の質の維持・向上のために必要な保育士等　・・ 24
保育士等の質向上のために必要だと思うこと　・・・・ 24

　少子高齢化､核家族化のさらなる進行､女性の社会進出、経済のグローバル化､ ITによる情
報化など、社会環境の変化が加速し、家族のあり方や親子関係を含めた子どもの成育環境に
大きな変化が起こっています。
　ベネッセ次世代育成研究所は、子育て世代の生活視点を大切にしながら､妊娠・出産､子育
て、保育・幼児教育､子育て世代のワークライフバランスを研究領域として、家族と子どもが｢よく
生きる｣ための学術的な調査研究と体系的な理念の構築を行います。
　また､その調査研究成果を子育て世代を支える産科･小児科などの医療機関､保育・幼児教
育の専門家の方々に発信し、よりよい子育て環境をつくる一助となることを目指します。
　さらには､調査研究ネットワークを海外へも広げ、複眼的､学際的視点から日本の次世代育成
を考えていきます。

C o n t e n t s  

ベネッセ
次世代育成研究所
とは

10

12

14

16

事例1　ビデオカンファレンス　◎　東京都　新宿区立戸塚第二幼稚園

事例2　複数園による合同研究保育　◎　岡山県赤磐市　あすなろ保育園

事例3　全員参加による教育課程の編成　◎　静岡県静岡市　静岡豊田幼稚園

事例4　ロールプレイ　◎　東京都品川区　二葉すこやか園

B.C 0801129 これからの幼児教育を考える 色校／金子 D    BK H21
8/11
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に飾られている花をテーブルに移動
し、子どもたちがきれいな花を囲ん
で食事を楽しむ場面があるとしま
す。中には、花の位置を気にしたこ
とのなかった保育者もいるでしょ
う。それが、保育担当者から「子ど
もたちに花と出合ってもらいたいと
考えた」といった意図を説明される
と、その後はきっと意識するに違い
ありません。
　もっと手軽な研修を、という園に
は、デジタルカメラを用いる手法も
あります。ふだんから、皆がデジタ
ルカメラを手元に置き、子どものす

てきだなと思う表情を写しておくの
です。写真を持ち寄って話し合うの
もよいですし、少し時間をかけられ
るのなら、写真で 4コマ漫画をつく
り、ストーリーを発表し合うのもお
もしろいかもしれません。
　写真の内容から、それぞれの保育
者の視点がわかるのも興味深いとこ
ろです。私のかかわっている園では、
同じ活動に対する表情が一人ひとり
異なるのを表現したかたもいれば、
もう少し長期的に子どもの成長がわ
かるような記録をしたかたもおられ
ました。

　特別に支援を必要とする子どもへ
の対応についても、研修が大きな役

割を果たします。特別支援では、保
育者によって対応の仕方が異な

るのを避ける必要がありますから、
園内研修を通して基本的な知識を共
有する必要があります。研修には、
外部機関から専門家を講師に招い
て、考え方を共有・理解することが
望ましいでしょう。
　さらに、一般論にとどまらず、事
例をもとに、支援の内容や保護者と
の連携など、具体的な対応の仕方を
確認していきます。ひとつの園では
事例が限られる場合があるので、可
能であれば、他園と合同で研修を実
施するのもよいでしょう。その際に
はぜひ、「特別に支援を要する子ど
もは何かが不足しているから指導技
術で補う」のではなく、「その子の
立場に立ってユニークさを発見して
保育に生かす」という視点で話し
合っていただきたいと思います。そ
のような前向きな話し合いは、園全
体の保育を見つめ直すきっかけにも

幼稚園（国公立） 幼稚園（私立） 保育所（公営） 保育所（私営）

保育実践上、運営上の課題表1

※「とてもあてはまる」の割合。幼稚園と保育所の調査で重なる項目の中で、それぞれ数値の高い上位３項目を掲載。
※第1回幼児教育・保育についての基本調査（調査概要は19ページ）より

1
位

2
位

3
位

39.9%

幼稚園教育の重要性の周知

36.2%

教員の確保

33.9%

教員の質の維持、向上

36.9%

新たな園児の獲得

36.6%

保育士等の質の維持、向上

44.2%

保育士等の確保

42.4%

施設・設備の充実

42.3%

保育士等の質の維持、向上

51.7%

予算（補助金、保育料など）の確保

44.6%

保育内容・方法の充実

40.0%

予算（補助金、保育料など）の確保

35.9%

教員の質の維持、向上

振り返り、課題を見つけ、改善を図るサイクルを特集

東京大学大学院教育学研究科教授　秋田喜代美

特別支援に関する研修は
他園との合同開催が効果的

↑

↑

P01-05.indd   3 09.8.19   4:40:10 PM

2

これは、同じく専門職である医師が
医療の知識・技能を駆使し、一人ひ
とりの患者の症状に合わせて多様な
治療を施すことに似ています。
　とはいえ、養成校ではまずは知
識・技能の習得に重点がおかれます
から、経験の浅い保育者は、そのよ
うな判断の専門性を備えているとは
限りません。例えば養成校では、「一
人ひとりの子どもの思いを大事にす
ることが必要である」と教わります。
それ自体は正しいのですが、ベテラ
ン保育者は、時期や状況によっては
対応を変える必要があることを知っ
ているでしょう。
　ある若い保育者から、「活動中、
子どもたちにあちこちから声をかけ
られて、どう対応していいのかわか
らない」と相談されたことがありま

した。その先生は養成校で学んだ
ことに忠実に従い、一人ひとりに
向き合うために走り回っておられ
ました。こうした場面では、全

　研修は、決して大がかりである必
要はありません。計画に時間をかけ
過ぎず、「まずは、やってみよう」と、
気負わずに始めてみるとよいでしょ
う。そして参加者がアイディアを出
し合い、次第に研修のかたちを整え
ていくとよいと思います。
　手法としては互いの保育を参観し
て話し合うのが一般的ですが、皆の
時間を調整するのが難しいという園

も多いでしょう。その場合は、保育
の場面を短時間撮影したビデオを
使った研修がおすすめです。
　皆でビデオを見ながら、保育担当
者が意図を説明し、参加者がよかっ
た点や気になった点を提示し合いま
す。この手法は、特に経験の浅い保
育者にとっては学ぶことが多いで
しょう。
　例えば、昼食の時間、部屋のすみ

員に個別に対応するよりも、全体
を見ながら、子ども同士をつない
でいくことで個を生かす保育が考
えられるでしょう。
　この先生はとても良心的に子ど
もにかかわろうとしておられまし
たが、状況に応じて柔軟に対応す
る即興的判断力が発揮されていま
せんでした。しかし、ほかの先生
からアドバイスを受ければ、考え
方を徐々に、より豊かにすること
ができるでしょう。そのような学
びの場として機能していくことが、
園内研修の最大の意義です。
　特に園内研修は、それぞれの園
が抱える課題をテーマにできるの
が、園外研修にはない大きなメリッ
トです。さらに、保育者の間で意
識の共有が進み、皆がひとつの方
向を向いて、園内に一体感が生ま
れるのも素晴らしい効果と言える
でしょう。

振り返り、課題を見つけ、改善を図るサイクルを特集

東京大学大学院教育学研究科教授　秋田喜代美

ビデオやデジタルカメラを活用して
時間や労力の負担が少ない研修

↑

P01-05.indd   2 09.8.19   4:40:10 PM
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があれば、よい点を指摘し合う中で、
「いつも、こうではないのよ」「じつ
はこういうことに困っている」と、
自然に課題が出てくるものです。さ
らに、プラス面を中心に話し合って
いると、「ほかの子にも、こういう
表情をさせたいね」などと、次第に
園としての方向性も明確になってい

くでしょう。
　むろん、中には具体的に指導する
必要のある保育者もいるはずです。
その場合は、園長や主任などの指導
的な立場のかたが、パーソナルな関
係の中で助言するとよいと思いま
す。

　研修の効果は、園長のリーダー
シップにも大きく左右されます。
ヨーロッパでは園組織の質向上や
リーダーシップに関する研究が盛ん
ですが（表２参照）、日本ではあま
り検討されていないのが現状です。
　リーダーは、明確な哲学をもつこ
とが何より重要です。といっても難
しいものではなく、ここでは園とし
ての方向性や保育のビジョンなどを
イメージしてください。これは「仲
良く、楽しく、のびのびと」といっ

た漠然としたものではなく、子ども
の姿をはじめとした具体的な事例を
通して、目に見えるかたちで語られ
なくてはなりません。この哲学を園
内に浸透させることにより、研修の
目的意識もいっそう高まるでしょ
う。もちろん、園長には経営者的な
視点も大切ですが、それ以上に、誰
よりも子どもの実態を把握し、全体
的な視点から保育の舵取りをする能
力が求められるのです。
　園長がすべてのリーダーシップを

掌握するのではなく、効果的に分散
させることも大切です。分掌が増え
すぎるのは問題ですが、ある程度、
責任を分散させることにより、担当
者の意識が高まる効果も期待できる
でしょう。
　子どもの笑顔は、保育者の笑顔が
あってこそ、引き出せるものです。
皆が自分の課題を発見するきっかけ
になると同時に、「明日から、もっ
と頑張ってみよう」と、保育者を元
気づけることのできる研修を目指し
ていただきたいと思います。

振り返り、課題を見つけ、改善を図るサイクルを特集

東京大学大学院教育学研究科教授　秋田喜代美

高い質の園10の特徴表2

出典◎英国（Blatchford & Manni, 2007）

園全体としてのビジョンが明確に表現できている

職員間で理解、意味、目標（課題）を共有できている

職員間の効果的なコミュニケーションの工夫ができている

保育者の省察を推奨している

実践をモニタリングし評価し合える

専門的な資質向上に関与できる

リーダーシップが分かちもたれている

学び合う風土や文化ができている

親や地域とのパートナーシップがとれている

リードと調和のバランスがとれている

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

園長が「哲学」をもつことで
研修の目的意識が明確に

↑

◎幼児教育の要は、遊びだと

考えています。子どもが豊か

な遊びとともに生活できるよ

うに、十分に配慮しているか。

子どもと一緒に遊んで、遊び

を指導しているつもりになっ

ているだけで、実は子どもは

心の底から遊んでいないので

はないか。そのような自問を

大切にしながら、自身の専門

性に誇りをもち、子どもの素

敵な笑顔を引き出していただ

きたいと願っています。

のみなさんへ現場
かなめ
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なるはずです。
　研修とは少し違いますが、実践を
通して保育の質を高める方法もあり
ます。保育者には、子どもの注意を
ひきつけるのが得意なかた、子ども
に近い気持ちになって一緒に遊ぶの
がじょうずなかたなど、さまざまな
個性があります。園長や主任が一人
ひとりの長所を把握し、「あの先生
のここを学ばせてもらいたいね」と
皆に伝えておけば、ふだんから意識
して互いの保育を見合うようになる
でしょう。一人ひとりの長所を皆で
学び合えば、園全体の保育の質は格
段に向上します。
　日ごろからみなさんが保育日誌を

丁寧に書いていれば、研修はいっそ
う効果的なものになります。多忙ゆ
えに実行できていない園も多いよう
ですが、先ほど述べたデジタルカメ
ラによる記録もひとつの手法ですし、
ちょっとしたメモでも、記録するの
としないのとでは大違いです。私の
知るある保育者は、通勤の電車内で、
気になった子どもの様子などを手帳
に書いています。詳しい実践記録と
は言えませんが、課題の発見などに
大きな効果があるということです。
厳しい言い方ですが、忙しいのは誰
でも同じです。このかたのように、
自分なりの工夫ができる人こそ、伸
びていく保育者だと私は思います。 

　研修では、それぞれの保育者が自
分の保育を振り返る必要がありま
す。これが適切に行われなければ、
よい点や工夫したい点が明確になら
ず、取り組みたい課題も見えてきま
せん。
　振り返りでは、視点を絞ることが
とても大切です。とくに経験年数の
少ない保育者は、視点が定まりにく
いことが多いですから、この点は園
長や主任がしっかりと指導しなくて
はなりません。
　最低限必要な振り返りの視点とし
て、まずは環境設定に目を向けると
いいでしょう。活動に用いた施設や
設備、遊びの素材、さらに保育者の

居方や声かけなど、広い意味で子ど
もが受けた刺激が適切であったかを
検討してください。さらに、子ども
の言動に対して、保育者がどの程度
の敏感さで、どのように応答したか
という視点も大切です。そして、子
どもが主体性を発揮する余地を十分
に与えたかどうかも忘れずに振り返
りましょう。
　振り返りの際は、マイナス面ばか
りを探さないように気をつけてくだ
さい。日本は反省の文化が強いた
め、この傾向がありますが、それで
は保育者がつらい気持ちになるだけ
です。園内の雰囲気をよくするため
にも、研修を長続きさせるため

にも、まずはよい点から話し始めま
しょう。
　特に、中堅やベテランは、若手に
比べて自己評価が辛口になりがちで
す。きっと、自分なりの課題が明確
に見えているからでしょう。それは
それで立派なことだと思いますし、
逆に若手が保育を楽しみ、ある程度
の満足感とともに振り返るのも悪い
ことではありません。大切なのは、
どちらが正しいというとらえ方をせ
ず、互いがどのような視点で自分の
保育を振り返っているのかを理解し
合うことではないでしょうか。若い
保育者に対して、「もっと厳しく振
り返りなさい」と指導するよりも、
ベテランの自己評価を見せることに
より、「そういう視点も大切だな」と、
自ら気づかせる方が深い学びになる
ケースが多いと思います。
　互いの保育への感想や意見を述べ
合う際にも、同様の意識が大切です。
「あのとき、こんな声かけをしてい
れば――」などと、至らぬ点ばかり
が議題に上れば、指摘された側は壁
をつくり、自己弁護に終始してしま
うかもしれません。まずは、「○○
ちゃんの表情がよかったね」などと、
よかった点を見つけましょう。その
際には、保育者の人柄ではなく、子
どもの姿や活動内容に結びつけて評
価すると話し合いが深まりやすいで
す。
　若い保育者には若いなりの、ベテ
ランにはベテランなりのよさがある
ものです。ふだんから、お互いに認
め合っているという安心感や信頼感

振り返り、課題を見つけ、改善を図るサイクルを特集

東京大学大学院教育学研究科教授　秋田喜代美

適切な「振り返り」により
研修の効果が格段に向上

↑

↑

P01-05.indd   4 09.8.19   4:40:11 PM



72009

修をファシリテート（進行・促進）
するかたがたは、特に留意してくだ
さい。
　どの保育者も前向きな姿勢で取り
組み、子どもたちもいきいきとして
いると感じられる園では、必ずと
言っていいほど、保育者同士の本音
の「語り合い」を大切にしています。
保育者としての質を高めるには、自
分の見方だけに固執せず、ほかの保
育者の語りに耳を傾けて新しい見方
をどんどん取り入れていく必要があ
るのです。そのような風土が根づい
て、信頼関係が十分に構築されたら、
少し突っ込んだ意見を述べ合っても
大丈夫でしょう。

　研修を実施する時間がないという
園は多く、とりわけ保育所では大き
な悩みの種になっています。それで
も、時間をじょうずに使って実施し
ている園も少なくありません。
　ある園では、情報共有の不足を解
消するために、保育者が自発的に毎
日の 10 分間ミーティングを始めま
した。タイムリミットを明確にする
ことで、話し合いの焦点が絞れて密
度の濃い時間になっているようで
す。別の園では、保育者が午睡の時

間に集まり、子どもたちの姿や課題
について語り合っています。その時
間帯は、非常勤のかたを特別に配置
しているそうです。また、園内研修
等の時間短縮のため、事例提供者は
研修の１週間前に事例を文書にして
配り、参加する先生はそれを読んで
自分の意見をまとめてから話し合い
に臨むという方法をとっている園も
あります。

　保育者としての専門性を高めるに
は、絶えず自らを振り返る必要があ

ります。それが、現場を通して常に
成長を続ける「反省的実践家」とし
ての態度だと思います。
　確かに、子どもの見取りや保育技
術は、経験を積むほど熟達するで
しょう。しかし、それゆえに自己を
絶対化してしまいがちなのが、ベテ
ランの最大の課題です。「こうある
べきだ」といった思い込みが強すぎ
ると、子どもと一緒に発見し、驚き、
喜ぶことのできるフレッシュな気持
ちも薄れていくかもしれません。そ
のような状態では、質の高い保育の
提供は難しいと言わざるを得ませ
ん。
　そこで、常に保育を振り返り、ほ
かの保育者と語り合う作業を通し
て、自分の中に発見した課題に取り
組み続けていく必要があるでしょ
う。魅力的な経験者は、子どもの姿
から、そして若い保育者、保護者や
地域の人などからも、謙虚に学ぼう
とします。

保育上の気づきを自由に述べ合うことで、若手やベテランがお互いに学び合うことができます。
（写真／新宿区立戸塚第二幼稚園　P.10）

研修は、基本的に若
手が対象と考えてよいでしょ
うか。ベテランは指導に回る
べきですか。

ポイントを押さえて研修をより効果的に特集

関東学院大学人間環境学部准教授　大豆生田啓友

Q3

Q4

A3

A4研修のための時間が
十分にとれません。短時間で
実施できる方法はありますか。

1日 10 分からでも
始めてみましょう。

ベテランにも当然自
分を振り返り、省察すること
は必要です。自分の中に新た
な課題が見つかるでしょう。
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　保育の中で困っていること、悩ん
でいること、気になる子どもの話な
どをもち寄って話し合うといいで
しょう。保育の印象的な場面を記録
して（エピソード記述）、共有する
ことから始めてもいいと思います。
みんなで印象的な場面の写真をもち

寄ってもいいですね。それぞれがエ
ピソードを発表し意見を述べ合うこ
とで、情報や保育観の共有を図りま
す。例えば、ある保育者が、少し配
慮を要する子どものエピソードを発
表し、皆で解決方法を話し合うとし
ましょう。このケースでは、子ども
についての情報が共有されるととも
に、いろいろなアイディアが提示さ
れることにより子どもの見方が広が
る効果を期待できます。エピソード
の内容は実際に起こったことですか
ら、自身の保育観などを発表する研
修よりもハードルが低く、皆が発言
しやすいのも利点と言えます。

　園内での話し合いに慣れていない
段階では、互いを批判しないことを
ルールにしてください。経験の浅い
保育者の意見には指摘したくなる点
が多いかもしれませんが、まずは「自
分が見たことや感じたことを自由に
話してもよい」という風土をつくる
のが先決です。園長や主任など、研

ポイントを押さえて研修をより効果的に特集

関東学院大学人間環境学部准教授　大豆生田啓友

ポイントを押さえて
研修をより効果的に
研修の必要性を感じながらも、
「何から始めればよいのかわからない」
「十分な時間がとれない」といった理由で
園内研修の実施に課題を抱えている園も少なくないようです。
そのような園に多く見られる悩みや疑問に、
関東学院大学の大豆生田啓友教授が答えます。

関東学院大学人間環境学部准教授

大豆生田啓友
おおまめうだ・ひろとも
専門は、幼児教育学・保育学・子育て支援。
著書に、『支え合い、育ち合いの子育て支援』（関東学院大学出版会）、
『よくわかる子育て支援・家族援助論』（ミネルヴァ書房）など。

Q1 Q2

A1 A2

園内研修と言っても
これまで行ったことがなく、
何から始めたらいいのか、よ
くわかりません。

研修を始めるにあた
り、職員同士が心がけるべき
ことはなんでしょうか。

保育中の印象的な場
面を話し合ったり、記録した
りすることから始めましょう。

互いに批判しない、
自分の見方に固執しない。こ
の２つが大切です。
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れ、保護者を巻き込んだすばらしい
保育になりました。
　エピソード記述を活用した保護者
への説明にも説得力があります。保
護者は入園後、すぐにわが子に友だ
ちができると考えますが、必ずしも、
そうならないのはみなさんがご存じ
の通りです。環境に適応しにくいタ
イプの 3歳児の保護者に対し、ある
保育者は「徐々に友だちを意識しつ
つあるけれど、まだひとりで砂場で
遊んでいる段階なので、もう少しこ
のまま見守りたい。チャンスがあれ
ば、ほかの子とつなぐ指導もしたい」
と、エピソードを交え成長のストー
リーを説明したところ、非常に感激
されたという話を聞きました。砂場
で遊ぶという行為にも深い意味があ
り、保育者がプロとして見守ってい
ることを実感をもって理解してくれ
たのでしょう。
　保育のねらいは、保護者にはなか
なか伝わりにくいものです。「ただ
遊んでいるだけ」と見られてしまう
ことも多いでしょう。こちらが説明
しない限り、保護者は「できばえ」
を求めます。例えば、子どもたちが
アイディアを出し合って劇をつくる
場合、活動のプロセス自体が意味を
もちますから、衣装やストーリーに

多少の不備があってもかまわない
と、保育者は考えるでしょう。しか
し、そのねらいをきちんと伝えなけ
れば、保護者は立派な劇でないこと
に不満を抱いてしまいます。
　保護者の思いを受け止めたうえ
で、「今はこういう時期だから、こ

うしている」と、子どものエピソー
ドにもとづいた説明をすれば、きっ
と保護者は理解を示します。決して
容易なことではありませんが、研修
を通して保護者対応に関する意識を
共有することが、保護者との協力関
係を築く第一歩となるでしょう。

ポイントを押さえて研修をより効果的に特集

関東学院大学人間環境学部准教授　大豆生田啓友

◎保育の仕事は、社会からまだ十分に評価されていないと感じます。遊びと

教育のつながりがわかりづらいことが、そのひとつの要因でしょう。しかし、

外からは理解されにくいものの、みなさんが非常に重要な仕事をしているこ

とに変わりはありません。園内研修は時間や労力を要するため大変ですが、

自分を高めるとともに、幼児教育について保護者などに発信する材料をつく

る場にもなります。今後はますます、園の情報を公表する機会が増えていく

でしょう。その流れをチャンスととらえ、研修をじょうずに活用しながら、

幼児教育への理解を深められるように社会に対して働きかけていきましょう。

のみなさんへ現場

次からのページでは、実際に行われている園内研修を紹介しています。

事例1

ビデオカンファレンス
東京都　新宿区立戸塚第二幼稚園

 P.10

事例2

複数園による合同研究保育
岡山県赤磐市　あすなろ保育園

 P.12

事例3

全員参加による教育課程編成
静岡県静岡市　静岡豊田幼稚園

 P.14

事例4

ロールプレイ
東京都品川区　二葉すこやか園

 P.16

全員で教育課程を見直し、保育で大切にすべきことを共有化していきます。
（写真／静岡豊田幼稚園　P.14）
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　チェックリストは全体的な視野か
ら自分の保育や子どもの姿を振り返
るうえで有効です。特に、見落とし
ていたことを発見するのに役立ちま
す。しかし、ただリストでチェック
をしただけでは、自己評価をしたつ
もりになるだけで、十分な意味をも
ちえません。その先が重要なので
す。例えば、「子どもが主体的に遊
べるよう環境構成を行った」という
チェック項目があったとします。そ
れに「できていた」と答えた場合、
自分は具体的にどのような環境構成
の工夫を行ったのか、それはどのよ
うな課題意識があったからで、そこ

からどのような具体的な子どもの姿
が見えてきたかをエピソードであら
わしてみることが大切です。また、
「できていない」と答えた場合は今
後どのように環境構成を工夫してい
くかを具体的に書き出してみましょ
う。そうすることで、自己評価が保
育の見直しに生かされるのです。ま
た、チェックリストには「できた
か」「できないか」だけで物事を判
断してしまう危険性もあります。特
に個々の子どもの姿を評価するとき
など、子どもの姿をそうした結果の
みで見る保育になってしまうことは
とても問題です。評価はプロセスが
大事です。個々の子どもの思いやそ
の子なりの変化のプロセスを見てい
くようにしなければいけません。だ
から、特に個々の子どもの姿を評価
する場合は、エピソードで記述する
ことが大切で、日常的な保育の振り
返りの記録が保育のもっとも重要な
評価になるのです。

　

　毎日、子どもの姿を何枚か写真に
撮って、そこにちょっとしたエピ
ソードやそこで経験したことを１枚
にまとめて保育室の前にはりだして
いる園があります。午睡の時間を利
用し、20分ほどで作成しています。
　この写真を保育記録として保存し
て研修に活用するほか、保護者に向
けて掲示しています。ある保育者は、
子どもがいろんなにおいを発見して
そこから活動がさまざま発展してい
く事例を長期に記録し、保護者にも
発信してきました。すると、写真を
通じて経過を見ていた保護者から、
活動のアイディアがたくさん寄せら

ポイントを押さえて研修をより効果的に特集

関東学院大学人間環境学部准教授　大豆生田啓友

Q6

A6

保護者との確かな協
力関係を築いていくために、
研修を活用する方法はありま
すか。

保育のねらい、思い
を明確に伝えることで、取り
組みへの理解が得られます。

チェックリストを用
いて振り返りを行っています。
この方法で問題ないでしょう
か。

Q5

A5 ふだんの保育の振り
返りとチェックリストをうま
く併用しましょう。

P06-09.indd   8 09.8.19   4:14:06 PM



P10-11.indd   2 09.8.25   11:01:39 AMP10-11.indd   1 09.8.25   11:01:37 AM



よかったこと／気になったこと 理由

●見学記録用紙の例（あすなろ保育園での研修）

園同士の学び合いで新たな視点を獲得特集

岡山県赤磐市　あすなろ保育園

複数園による合同研究保育

園同士の学び合いで新たな視点を獲得
岡山県赤磐市　あすなろ保育園（私立）

◎実際の保育を見学して意見を交換する研究保育は、複数園が合同で実施することによりいっそうの効果が期待できま
す。各園の規模、子どもの状況などによって保育の実践内容が異なるため、見学する側・される側の双方に新鮮な発見
がもたらされるのが最大のメリットと言えるでしょう。さらに各園が抱える課題を客観的にとらえ、多様な視点から解決
策を話し合うこともできます。

◎担任として保育を実施
し、見学された皆さんか
ら「この場面は子どもが
いきいきしていた」「あ

の場面では声かけが必要では」などと、さ
まざまな意見をいただきました。自分がよ
いと思って実践していても、ほかの保育者
から見れば、改善の余地があることは少な
くありません。今回の研修でも、3 人の担
任がいっそう連携を強化する必要があると
いう新たな課題を見つけることができまし
た。

小森しのぶ先生
（あすなろ保育園）

◎自分が 5 歳児担当の
ため、今回、ほかの園の
5 歳児クラスを見学でき
たのはとても勉強になり

ました。ふだんから振り返りを大切にして
いますが、合同研修ではより客観的に自分
の保育を見つめ直せるのが利点だと思いま
す。自分が目指すのは園長や主任のしてい
る保育なので、先生がたから考えを聞ける
機会はもっとほしいですね。

池田裕樹先生
（さくらんぼ保育園）

◎ほかの保育者の実践を
見学していると、ふだん
は気づかない子どもの様
子に気づくことがよくあ

ります。そのような発見を通して自身の課
題が明確になったり、皆の意見を聞いて自
分の保育への自信が深まったり、多くの学
びがあります。回を重ねるごとに見方がみ
がかれますし、そのときどきの自分の課題
によって見学する視点も変わるため、毎回、
新しい発見がありますね。

松島優子先生
（さくらが丘保育園）

◎子どもの見方を広げるため、25 年前に合
同研修を開始。現在は４園合同で年間に各年
齢１回、計６回を実施しています。子どもの
実態が異なる各園の保育者が参加することに

より、新鮮な見方がもたらされるのが合同研修の最大のメリッ
ト。とくに若い保育者は、保育について頭では理解していても、
「本当に正しいのだろうか」と不安を抱いています。多くの保
育者に実際の保育を見学してもらい、よい点を評価されれば自
信がつきますし、課題を指摘されれば新たな目標を設定できま
す。見学する側も、自身の保育を振り返るよい機会となってい
ます。日程の調整などで苦労もありますが、このような機会を
さらに増やすなどしていっそう研修を充実させたいですね。

園長　原谷雅彦先生

研修を受けた感想 研修の方針

　自園と他園の保育者が合同で保育の場面
を見学します（あすなろ保育園では、同法
人の 4 園で実施）。見学者は、記録用紙に
よかったことや気になったこと、その理由を
記入します。

★見学対象とするクラスは、各園の課題
によって決定します。同園では、５歳児
クラスの保育を見学対象としました（５
歳児クラスの担任がこれまでに５歳児を
担当した経験が少ないという背景より）。
★若手やベテランなど、さまざまな立場
の保育者が参加することにより、多様
な視点で保育を見つめ直すことができ
ます。

研修の流れ

保育の見学1
POINT

★園長や主任が進行者として、参加者に意見
を求めるなど話し合いを深めます。
★見学者が自園の保育との違いを意識して発言
することにより、各園の長所や課題を共有
できます。
★最初によかった点を話し合い、次に気になっ
た点を話し合うと意見が出しやすいでしょう。
★記録者もあらかじめ決めておきます。

POINT
　見学後は、参加者全員が意見を交換します。
最初に担任が保育のねらいや自己評価、課
題に感じたことなどを発表。ほかの参加者
が見学記録用紙のメモをもとに、よかった点
や気になった点とその理由などを述べます。

検討会2

1時間
程度

1時間
程度

　記録者は、研修の内容を報告書に
まとめて、１週間以内に各園の全保
育者に配布。４園で研修の成果を共
有します。

★保育場面をビデオで撮影してお
くと、担任が話し合いの内容を
踏まえて振り返ることができます。
★期限を定めることで、記憶が鮮
明なうちに取り組みを共有する
ことができます。

振り返り3

POINT

園　長 原谷雅彦先生

所在地 〒７０９-０８０２
 赤磐市桜が丘西 3-14-19

園児数 １５０名（０～５歳児）

あすなろ保育園

◎「共同と共感の保育を
すすめる」を運営目標に、
異年齢児交流や地域住
民との連携を意識した保
育を展開。運営母体の
社会福祉法人・岡山こど
も協会は、近隣にほか 3
園（さくらが丘保育園・
さくらんぼ保育園・とよ
た保育園）を運営。

所要時間　2時間
用意するもの
・活動計画書（担任が作成して見学者に
配布）
・見学記録用紙（「よかったこと・気になっ
たこと」「理由」を見学者が記入）
・ビデオカメラ（必要に応じて）

●保育者が課題を発見する
　見学する側・される側の双方に
とって、自身の保育を振り返るきっ
かけになる。

●保育者が自分の保育への
　自信を深める
　他園を含む多くの保育者からよ
い点を認められることにより、自分
の保育に確信をもつことができる。

●園としての課題を発見する
　他園の保育を見学し話し合うなか
で、自園を客観的に見つめ直すこ
とができる。

研修のねらい
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よかったこと／気になったこと 理由

●見学記録用紙の例（あすなろ保育園での研修）

園同士の学び合いで新たな視点を獲得特集

岡山県赤磐市　あすなろ保育園

複数園による合同研究保育

園同士の学び合いで新たな視点を獲得
岡山県赤磐市　あすなろ保育園（私立）
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くありません。今回の研修でも、3 人の担
任がいっそう連携を強化する必要があると
いう新たな課題を見つけることができまし
た。

小森しのぶ先生
（あすなろ保育園）

◎自分が 5 歳児担当の
ため、今回、ほかの園の
5 歳児クラスを見学でき
たのはとても勉強になり

ました。ふだんから振り返りを大切にして
いますが、合同研修ではより客観的に自分
の保育を見つめ直せるのが利点だと思いま
す。自分が目指すのは園長や主任のしてい
る保育なので、先生がたから考えを聞ける
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池田裕樹先生
（さくらんぼ保育園）

◎ほかの保育者の実践を
見学していると、ふだん
は気づかない子どもの様
子に気づくことがよくあ

ります。そのような発見を通して自身の課
題が明確になったり、皆の意見を聞いて自
分の保育への自信が深まったり、多くの学
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がかれますし、そのときどきの自分の課題
によって見学する視点も変わるため、毎回、
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松島優子先生
（さくらが丘保育園）

◎子どもの見方を広げるため、25 年前に合
同研修を開始。現在は４園合同で年間に各年
齢１回、計６回を実施しています。子どもの
実態が異なる各園の保育者が参加することに

より、新鮮な見方がもたらされるのが合同研修の最大のメリッ
ト。とくに若い保育者は、保育について頭では理解していても、
「本当に正しいのだろうか」と不安を抱いています。多くの保
育者に実際の保育を見学してもらい、よい点を評価されれば自
信がつきますし、課題を指摘されれば新たな目標を設定できま
す。見学する側も、自身の保育を振り返るよい機会となってい
ます。日程の調整などで苦労もありますが、このような機会を
さらに増やすなどしていっそう研修を充実させたいですね。

園長　原谷雅彦先生

研修を受けた感想 研修の方針

　自園と他園の保育者が合同で保育の場面
を見学します（あすなろ保育園では、同法
人の 4 園で実施）。見学者は、記録用紙に
よかったことや気になったこと、その理由を
記入します。

★見学対象とするクラスは、各園の課題
によって決定します。同園では、５歳児
クラスの保育を見学対象としました（５
歳児クラスの担任がこれまでに５歳児を
担当した経験が少ないという背景より）。
★若手やベテランなど、さまざまな立場
の保育者が参加することにより、多様
な視点で保育を見つめ直すことができ
ます。

研修の流れ

保育の見学1
POINT

★園長や主任が進行者として、参加者に意見
を求めるなど話し合いを深めます。
★見学者が自園の保育との違いを意識して発言
することにより、各園の長所や課題を共有
できます。
★最初によかった点を話し合い、次に気になっ
た点を話し合うと意見が出しやすいでしょう。
★記録者もあらかじめ決めておきます。

POINT
　見学後は、参加者全員が意見を交換します。
最初に担任が保育のねらいや自己評価、課
題に感じたことなどを発表。ほかの参加者
が見学記録用紙のメモをもとに、よかった点
や気になった点とその理由などを述べます。

検討会2

1時間
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程度

　記録者は、研修の内容を報告書に
まとめて、１週間以内に各園の全保
育者に配布。４園で研修の成果を共
有します。

★保育場面をビデオで撮影してお
くと、担任が話し合いの内容を
踏まえて振り返ることができます。
★期限を定めることで、記憶が鮮
明なうちに取り組みを共有する
ことができます。

振り返り3

POINT

園　長 原谷雅彦先生

所在地 〒７０９-０８０２
 赤磐市桜が丘西 3-14-19

園児数 １５０名（０～５歳児）

あすなろ保育園

◎「共同と共感の保育を
すすめる」を運営目標に、
異年齢児交流や地域住
民との連携を意識した保
育を展開。運営母体の
社会福祉法人・岡山こど
も協会は、近隣にほか 3
園（さくらが丘保育園・
さくらんぼ保育園・とよ
た保育園）を運営。

所要時間　2時間
用意するもの
・活動計画書（担任が作成して見学者に
配布）
・見学記録用紙（「よかったこと・気になっ
たこと」「理由」を見学者が記入）
・ビデオカメラ（必要に応じて）

●保育者が課題を発見する
　見学する側・される側の双方に
とって、自身の保育を振り返るきっ
かけになる。

●保育者が自分の保育への
　自信を深める
　他園を含む多くの保育者からよ
い点を認められることにより、自分
の保育に確信をもつことができる。

●園としての課題を発見する
　他園の保育を見学し話し合うなか
で、自園を客観的に見つめ直すこ
とができる。

研修のねらい
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・自分で考え、行動する充実感を味
わう
・先生に親しみをもってかかわり、信
頼感を抱く
・友達の思いに気づき、理解しあう
喜びを感じる

・・・
・やりたいことを見つけ、目的に向
かって遊びを進める
・考えたり工夫したりして遊ぶ楽しさ
を感じる
・最後までやり遂げた喜びを感じる

・・・

・自然の変化や美しさ、不思議さに
気づき、生活に取り入れる
・いのちの大切さを知り、世話をする
・生活しやすい環境をつくったり、探
したりする
・遊具や用具を大切に使い、愛着をもつ

・・・

対象 保育の重点（大切にしたい気持ち）

●３つの愛（一部抜粋）

人
へ
の
愛

自分

先生

友達
・・・

遊
び
へ
の
愛

目的

方法・プロセス

成し遂げる
結果
・・・

環
境
へ
の
愛

自然

生活環境

もの
・・・

教育目標を軸として教育課程を見直す特集

静岡県静岡市　静岡豊田幼稚園

全員参加による教育課程の編成

教育目標を軸として教育課程を見直す
静岡県静岡市　静岡豊田幼稚園（私立）

◎各園が掲げる建学の精神や教育目標は、本来、日々の保育でめざすべき大切なもの。しかし、教育課程との関連が
明確でなく、具体的な保育実践に結びついていない現状も見られます。静岡豊田幼稚園では、保育者全員が園の方針
を確認・共有したうえで、教育課程を見直す作業を進めています。特に、保育者同士が意見を述べ合うプロセスを重視
することで、一人ひとりの理解や意識の向上を促し、保育の質向上につなげています。

◎保育者として８年目を
迎え、自分の中で「当た
り前」になっている保育
に対する考え方を見直す

チャンスととらえて真剣に取り組んでいま
す。研修を始めてから、子どもの何気ない
ひと言にどのような気持ちが込められてい
るのかを以前よりも踏み込んで考えるなど、
自分の保育を客観的に見つめられるように
なりました。今後も保育者を続けていくう
えで、大切なことを学んでいると実感して
います。

大村大輔先生
（５歳児クラス担当）

◎ふだん、実践している
保育について話し合い、
記録として書き出すと、
新たな発見があることに

驚かされます。特に、ほかの先生がたから
事例の話を聞くのが勉強になりますね。１
年以上、研修を続けるうちに、日ごろから
教育課程や園の方針を意識できるようにな
りました。また以前は「幼稚園教育要領解
説」を読む機会はあまりありませんでした
が、研修中に何度も読み直して大切なこと
が書かれていることを改めて感じています。

林久美子先生
（４歳児クラス担当）

◎２年目の現在は、保育
について必死に学ぶ毎日
です。研修を通して、ほ
かの先生がたが深い考え

をもって子どもに接していることを知り、
自分の考えの浅さを痛感する一方で、ふだ
んからどのような視点を意識すればよいの
かが明確になりました。今は研修の内容を
理解するだけで精一杯の状況ですが、そこ
から少しでも多くのことを吸収して、日ご
ろの保育に生かしていきたいと考えていま
す。

大塚沙織先生
（３歳児クラス担当）

◎園外研修もためになりますが、保育者が自
分の頭で考えて課題を克服することも大切と
いう考えから、毎年、園内研修に取り組んで
います。現在のテーマを選んだのは、園目標

を「飾り物」にせず、具体的な実践につなげたいと考えたため。
教育課程の編成は、保育者一人ひとりの気づきを大切にしなが
らつくり上げるプロセスが重要と考え、歩みはゆっくりでも皆
でつくり上げていくスタンスで取り組んでいます。研修を通じ
て保育に対する考えが深まると、同じ場面でも見方が大きく変
わります。保育者自身が成長を続けることで子どものすばらし
さをより深く理解し、保育者という仕事のよさを改めて実感し
てほしいというのが私の願いです。

園長　宮下友美恵先生

研修を受けた感想 研修の方針

　保育の重点に沿って現状の教育課程
を見直し、ねらいや内容に追加や変更
を加えます。

研修の流れ

教育課程の整理3保育の重点（大切にしたい気　持ち）を文字化2

園　長 宮下友美恵  

所在地 〒４２２-８００６　
 静岡県静岡市駿河区曲金２丁目５番２１号

園児数 １６９名（９クラス・３年保育）

静岡豊田幼稚園

◎「３つの愛（人・遊び・
環境への愛）」を重視し、
「共に生きる喜び」を感
じられる子どもを育成。
文部科学省などの研究指
定をたびたび受けており、
現在の研究は「静岡県
私立幼稚園振興協会教
育課程研究園」の指定
を受けた取り組み。

所要時間　1時間30分
 　（１回の話し合い）

用意するもの
・ノート（話し合いの記録用・各自用意）
・「幼稚園教育要領解説」
・メモ用紙（ＫＪ法を行う場合）

●園全体の保育の質を向上させる
　保育者の経験や考えを取り入れ
た、実効性の高い教育課程ができ
あがることで保育の質が向上する。

●園としての独自性を明確にする
　教育目標などを踏まえた教育課
程の編成によって保育のねらいが明
確になり、保護者への説明も説得
力のあるものとなる。

●保育者一人ひとりの意識が高まる
　教育課程の編成にかかわる経験
は、自身の保育を見直して課題を
発見する機会となる。

研修のねらい

　建学の精神や教育目標など、園の柱とな
る方針について保育者間の共通理解を図り
ます。さらに、育てたい子どもの姿へと、
話し合いを深めます。

★保育の根本となる方針なので、全員が
意味やねらいを理解するまで、しっか
りと話し合います。

園の方針の確認1

POINT

　園の方針を実現するには、どのような保
育を展開する必要があるのかを検討して方
向性を明確にします。

◎この園の場合は…
　教育目標にもとづいて「３つの愛（人・
遊び・環境への愛）」という視点を設定。
それぞれの視点について保育の重点を確認
し合いました。

◎この園の場合は…
　２００８年４月から月２、３回のペースで
研修を続け、１年数カ月をかけて、園の方
針の確認から教育課程の整理までの作業
を終えました。今後も研修を続行し、今年
度いっぱいで、新しい幼稚園教育要領に
準拠した教育課程を編成する予定です。

★保育で大切にしたい気持ちを明らかに
することは、大きな柱となる教育目標と、
具体的なねらいや保育内容を整理した
教育課程とをつなぐ視点になります。
★ＫＪ法

※
を用いることで、多様な意見に

共通する考えをまとめやすくなります。

POINT
★教育課程の編成は時期や子どもの発
達過程といった視点が重要なため、各
年齢の担任がグループになって話し
合った後、全体で検討します。
★必要に応じて、「幼稚園教育要領解説」
を参照しながら作業を進めます。

POINT

約3回 約20回 約15回

※複数の情報や表現を、グループ化し、新たなアイディアを
　発見する技法
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・自分で考え、行動する充実感を味
わう
・先生に親しみをもってかかわり、信
頼感を抱く
・友達の思いに気づき、理解しあう
喜びを感じる

・・・
・やりたいことを見つけ、目的に向
かって遊びを進める
・考えたり工夫したりして遊ぶ楽しさ
を感じる
・最後までやり遂げた喜びを感じる

・・・

・自然の変化や美しさ、不思議さに
気づき、生活に取り入れる
・いのちの大切さを知り、世話をする
・生活しやすい環境をつくったり、探
したりする
・遊具や用具を大切に使い、愛着をもつ

・・・

対象 保育の重点（大切にしたい気持ち）

●３つの愛（一部抜粋）

人
へ
の
愛

自分

先生

友達
・・・

遊
び
へ
の
愛

目的

方法・プロセス

成し遂げる
結果
・・・

環
境
へ
の
愛

自然

生活環境

もの
・・・

教育目標を軸として教育課程を見直す特集

静岡県静岡市　静岡豊田幼稚園

全員参加による教育課程の編成

教育目標を軸として教育課程を見直す
静岡県静岡市　静岡豊田幼稚園（私立）

◎各園が掲げる建学の精神や教育目標は、本来、日々の保育でめざすべき大切なもの。しかし、教育課程との関連が
明確でなく、具体的な保育実践に結びついていない現状も見られます。静岡豊田幼稚園では、保育者全員が園の方針
を確認・共有したうえで、教育課程を見直す作業を進めています。特に、保育者同士が意見を述べ合うプロセスを重視
することで、一人ひとりの理解や意識の向上を促し、保育の質向上につなげています。

◎保育者として８年目を
迎え、自分の中で「当た
り前」になっている保育
に対する考え方を見直す

チャンスととらえて真剣に取り組んでいま
す。研修を始めてから、子どもの何気ない
ひと言にどのような気持ちが込められてい
るのかを以前よりも踏み込んで考えるなど、
自分の保育を客観的に見つめられるように
なりました。今後も保育者を続けていくう
えで、大切なことを学んでいると実感して
います。

大村大輔先生
（５歳児クラス担当）

◎ふだん、実践している
保育について話し合い、
記録として書き出すと、
新たな発見があることに

驚かされます。特に、ほかの先生がたから
事例の話を聞くのが勉強になりますね。１
年以上、研修を続けるうちに、日ごろから
教育課程や園の方針を意識できるようにな
りました。また以前は「幼稚園教育要領解
説」を読む機会はあまりありませんでした
が、研修中に何度も読み直して大切なこと
が書かれていることを改めて感じています。

林久美子先生
（４歳児クラス担当）

◎２年目の現在は、保育
について必死に学ぶ毎日
です。研修を通して、ほ
かの先生がたが深い考え

をもって子どもに接していることを知り、
自分の考えの浅さを痛感する一方で、ふだ
んからどのような視点を意識すればよいの
かが明確になりました。今は研修の内容を
理解するだけで精一杯の状況ですが、そこ
から少しでも多くのことを吸収して、日ご
ろの保育に生かしていきたいと考えていま
す。

大塚沙織先生
（３歳児クラス担当）

◎園外研修もためになりますが、保育者が自
分の頭で考えて課題を克服することも大切と
いう考えから、毎年、園内研修に取り組んで
います。現在のテーマを選んだのは、園目標

を「飾り物」にせず、具体的な実践につなげたいと考えたため。
教育課程の編成は、保育者一人ひとりの気づきを大切にしなが
らつくり上げるプロセスが重要と考え、歩みはゆっくりでも皆
でつくり上げていくスタンスで取り組んでいます。研修を通じ
て保育に対する考えが深まると、同じ場面でも見方が大きく変
わります。保育者自身が成長を続けることで子どものすばらし
さをより深く理解し、保育者という仕事のよさを改めて実感し
てほしいというのが私の願いです。

園長　宮下友美恵先生

研修を受けた感想 研修の方針

　保育の重点に沿って現状の教育課程
を見直し、ねらいや内容に追加や変更
を加えます。

研修の流れ

教育課程の整理3保育の重点（大切にしたい気　持ち）を文字化2

園　長 宮下友美恵  

所在地 〒４２２-８００６　
 静岡県静岡市駿河区曲金２丁目５番２１号

園児数 １６９名（９クラス・３年保育）

静岡豊田幼稚園

◎「３つの愛（人・遊び・
環境への愛）」を重視し、
「共に生きる喜び」を感
じられる子どもを育成。
文部科学省などの研究指
定をたびたび受けており、
現在の研究は「静岡県
私立幼稚園振興協会教
育課程研究園」の指定
を受けた取り組み。

所要時間　1時間30分
 　（１回の話し合い）

用意するもの
・ノート（話し合いの記録用・各自用意）
・「幼稚園教育要領解説」
・メモ用紙（ＫＪ法を行う場合）

●園全体の保育の質を向上させる
　保育者の経験や考えを取り入れ
た、実効性の高い教育課程ができ
あがることで保育の質が向上する。

●園としての独自性を明確にする
　教育目標などを踏まえた教育課
程の編成によって保育のねらいが明
確になり、保護者への説明も説得
力のあるものとなる。

●保育者一人ひとりの意識が高まる
　教育課程の編成にかかわる経験
は、自身の保育を見直して課題を
発見する機会となる。

研修のねらい

　建学の精神や教育目標など、園の柱とな
る方針について保育者間の共通理解を図り
ます。さらに、育てたい子どもの姿へと、
話し合いを深めます。

★保育の根本となる方針なので、全員が
意味やねらいを理解するまで、しっか
りと話し合います。

園の方針の確認1

POINT

　園の方針を実現するには、どのような保
育を展開する必要があるのかを検討して方
向性を明確にします。

◎この園の場合は…
　教育目標にもとづいて「３つの愛（人・
遊び・環境への愛）」という視点を設定。
それぞれの視点について保育の重点を確認
し合いました。

◎この園の場合は…
　２００８年４月から月２、３回のペースで
研修を続け、１年数カ月をかけて、園の方
針の確認から教育課程の整理までの作業
を終えました。今後も研修を続行し、今年
度いっぱいで、新しい幼稚園教育要領に
準拠した教育課程を編成する予定です。

★保育で大切にしたい気持ちを明らかに
することは、大きな柱となる教育目標と、
具体的なねらいや保育内容を整理した
教育課程とをつなぐ視点になります。
★ＫＪ法

※
を用いることで、多様な意見に

共通する考えをまとめやすくなります。

POINT
★教育課程の編成は時期や子どもの発
達過程といった視点が重要なため、各
年齢の担任がグループになって話し
合った後、全体で検討します。
★必要に応じて、「幼稚園教育要領解説」
を参照しながら作業を進めます。

POINT

約3回 約20回 約15回

※複数の情報や表現を、グループ化し、新たなアイディアを
　発見する技法
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役割を演じて保護者の気持ちを理解する特集

東京都品川区　二葉すこやか園

ロールプレイ

役割を演じて保護者の気持ちを理解する
東京都　品川区　二葉すこやか園（公立）

◎ロールプレイとは、実際にあり得る場面を想定し、参加者が与えられた役割を演じることでコミュニケーションスキルな
どをみがく手法。保護者役と担任役に分かれたロールプレイでは、保護者の気持ちに寄り添いながら対応する感受性や
スキルを体験的に学べます。保育者としての立場に固執することなく、保護者の話を共感的に聞く柔軟な姿勢を育て、
保護者との信頼関係の構築を図ります。

◎担任役として研修に臨
みました。最も心がけた
のは、まずは保護者の話
に耳を傾け、相手の気持

ちを理解する姿勢を十分に示してから、互
いに無理のない解決策を提示することです。
研修を通して、保護者との協力関係を強め
る必要性を改めて感じるとともに、ふだん
から保育者同士が保護者や子どもに関する
情報を共有することによって、園全体で子
育てをしているという安心感を保護者に
もっていただきたいと思いました。

板井典子先生
（保育長）

◎記録係として、「自分
なら、どのように接する
だろうか」ということを
念頭に置きながら、ロー

ルプレイに参加しました。担任役の板井先
生は笑顔を絶やさず、「お母様も大変でし
たね」などと共感の言葉をかけるたびに、
保護者役の大崎先生の表情が自然と和らい
でいくのがとても印象的でした。「自分な
ら真っ向から意見を主張してしまいそうだ
な」などと反省するポイントが多く、とて
も有意義な学びとなりました。

山田千夏先生
（３歳児クラス担当）

◎初めて保護者役を体験
しました。最初は少し照
れがありましたが、しだ
いに入り込み、園に対す

る不満を述べるときには怒りのような感情
がわいてきたのには自分でも驚きました。
それだけに、担任役の板井先生が私の主張
をすべて受け止めるという態度を見せてく
れたときには、うれしさから心が落ち着く
のがよくわかりました。今後も、常に保護
者の気持ちに寄り添えるように努力したい
と思います。

大﨑翔子先生
（２歳児クラス担当）

◎保護者の皆様に「この園なら、この先生なら、
子どもを任せてもいい」と思っていただける
安心感と信頼感を築くのが、当園の目標です。
しかし、保護者対応は経験を積めば上達する

ものではなく、むしろベテランほど「こうあらねばならない」
という気持ちが強まり、保護者と衝突することがあります。ロー
ルプレイは、保護者の気持ちを想像し、理解し、いかに対応す
べきかというプロセスを学ぶのには最適のトレーニングです。
ただ不満を聞いてほしいだけなのか、アドバイスがほしいのか、
といった保護者の要望を即座に感じ取る感受性を身につけ、保
護者と協力しながら子育てをしていくためのコミュニケーショ
ンスキルをみがくことができると思います。

園長　大竹節子先生

研修を受けた感想 研修の方針

　役割分担（担任役・保護者役・記録係・
タイムキーパー）を決め、話し合う題材（内
容・条件・状況など）について確認します。
今回の研修では、保護者からの手紙を事
例にして問題点の共有を図りました。

★実際に保護者から寄せられた意見や苦
情を題材に用いることで、主訴がより
具体的になります。

★ファシリテーター（進行）役の先生（園
長・主任など）が、問題の起こった背
景などについて説明すると、参加者の
理解が深まります。

研修の流れ

イメージづくり1

POINT

15分

　記録係は、担任役・保護者役の発言内容、
反応や表情から心の動きを推察して記録し
ます。実際の面談を想定して制限時間を設
定。タイムキーパーが時間をチェックします。

★実際の保護者面談に近い状況を再現
します。保護者の緊張を和らげるため、
あえて向かい合わずに座り、「お忙し
い中、ありがとうございます」とあい
さつしてまず雰囲気を和らげました。

★保護者役は、保護者の気持ちを想像し、
なりきることが大切です。

ロールプレイ開始2

POINT

5分

　担任役・保護者役・記録係・タイム
キーパーの先生がそれぞれの感想や意
見を伝え合います。

★担任役は「保護者に何を伝えよう
としたか」、保護者役は「担任の
どのような言葉に心を動かされた
か」、記録係やタイムキーパーは
「見学者として、どう感じたか」など、
それぞれの立場から感想を述べる
とよいでしょう。

感想や意見を伝え合う3

POINT

10分

　ファシリテーター役の先生を中心に、
保護者対応について話し合います。ロー
ルプレイの題材に限らず、保護者と向
き合うときに大事にしていることなどま
で話を広げると、学びが深まります。

★ファシリテーター役の先生が一方
的に話すのではなく、「あなたが
担任役だったら、どのような話を
したか」などと質問して、話し合
い形式のまとめにすると、参加者
の考えがより深まります。

まとめ4

POINT

15分

　ロールプレイの学びを生かして、実際の保護者
面談に臨みます。終了後は、「面談自己評価※シート」
を用いて振り返り、課題の発見につなげます。

※面談後などにロールプレイの内容を項目ごとに５段階で自
己評価。保護者に安心してもらい、信頼関係をより深めら
れる対応ができたかを振り返ります。

実際の保護者面談5

園　長 大竹節子先生

所在地 〒１４２-００４３
 東京都品川区二葉１丁目３番２４号

園児数 二葉幼稚園１２４名（４クラス・2年保育）、
 二葉つぼみ保育園４３名（0～3歳児）

二葉すこやか園（二葉幼稚園・二葉つぼみ保育園）
◎幼稚園内に保育所を併
設する幼保一体施設。
園舎（2 階建て）の 1階
2 室を保育所保育室とし、
園庭では幼保の子どもた
ちが一緒に遊んでいる。
幼稚園では預かり保育も
実施している。

所要時間　45分
用意するもの
・記録紙（通常のノートでOK）
・ストップウォッチ
・面談自己評価シート

●保護者の気持ちを理解する
　保護者の立場を体験することに
より、保護者の気持ちに寄り添っ
て対応する姿勢をもつ。

●保護者への
　適切な対応の姿勢を学ぶ
　「話を聞いてほしい」「アドバイス
がほしい」など保護者の要望を読
み取る感受性や、適切に対応する
コミュニケーションスキルを身につ
ける。

●保護者対応の意識が共有される
　園内で保護者対応に関する意識
やスキルが共有され、保護者と園と
の信頼関係を深めることができる。

研修のねらい

・タイムキーパー役は峯崎由美子先生（2 歳児クラス担当）が務めました。
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役割を演じて保護者の気持ちを理解する特集

東京都品川区　二葉すこやか園

ロールプレイ

役割を演じて保護者の気持ちを理解する
東京都　品川区　二葉すこやか園（公立）

◎ロールプレイとは、実際にあり得る場面を想定し、参加者が与えられた役割を演じることでコミュニケーションスキルな
どをみがく手法。保護者役と担任役に分かれたロールプレイでは、保護者の気持ちに寄り添いながら対応する感受性や
スキルを体験的に学べます。保育者としての立場に固執することなく、保護者の話を共感的に聞く柔軟な姿勢を育て、
保護者との信頼関係の構築を図ります。

◎担任役として研修に臨
みました。最も心がけた
のは、まずは保護者の話
に耳を傾け、相手の気持

ちを理解する姿勢を十分に示してから、互
いに無理のない解決策を提示することです。
研修を通して、保護者との協力関係を強め
る必要性を改めて感じるとともに、ふだん
から保育者同士が保護者や子どもに関する
情報を共有することによって、園全体で子
育てをしているという安心感を保護者に
もっていただきたいと思いました。

板井典子先生
（保育長）

◎記録係として、「自分
なら、どのように接する
だろうか」ということを
念頭に置きながら、ロー

ルプレイに参加しました。担任役の板井先
生は笑顔を絶やさず、「お母様も大変でし
たね」などと共感の言葉をかけるたびに、
保護者役の大崎先生の表情が自然と和らい
でいくのがとても印象的でした。「自分な
ら真っ向から意見を主張してしまいそうだ
な」などと反省するポイントが多く、とて
も有意義な学びとなりました。

山田千夏先生
（３歳児クラス担当）

◎初めて保護者役を体験
しました。最初は少し照
れがありましたが、しだ
いに入り込み、園に対す

る不満を述べるときには怒りのような感情
がわいてきたのには自分でも驚きました。
それだけに、担任役の板井先生が私の主張
をすべて受け止めるという態度を見せてく
れたときには、うれしさから心が落ち着く
のがよくわかりました。今後も、常に保護
者の気持ちに寄り添えるように努力したい
と思います。

大﨑翔子先生
（２歳児クラス担当）

◎保護者の皆様に「この園なら、この先生なら、
子どもを任せてもいい」と思っていただける
安心感と信頼感を築くのが、当園の目標です。
しかし、保護者対応は経験を積めば上達する

ものではなく、むしろベテランほど「こうあらねばならない」
という気持ちが強まり、保護者と衝突することがあります。ロー
ルプレイは、保護者の気持ちを想像し、理解し、いかに対応す
べきかというプロセスを学ぶのには最適のトレーニングです。
ただ不満を聞いてほしいだけなのか、アドバイスがほしいのか、
といった保護者の要望を即座に感じ取る感受性を身につけ、保
護者と協力しながら子育てをしていくためのコミュニケーショ
ンスキルをみがくことができると思います。

園長　大竹節子先生

研修を受けた感想 研修の方針

　役割分担（担任役・保護者役・記録係・
タイムキーパー）を決め、話し合う題材（内
容・条件・状況など）について確認します。
今回の研修では、保護者からの手紙を事
例にして問題点の共有を図りました。

★実際に保護者から寄せられた意見や苦
情を題材に用いることで、主訴がより
具体的になります。

★ファシリテーター（進行）役の先生（園
長・主任など）が、問題の起こった背
景などについて説明すると、参加者の
理解が深まります。

研修の流れ

イメージづくり1

POINT

15分

　記録係は、担任役・保護者役の発言内容、
反応や表情から心の動きを推察して記録し
ます。実際の面談を想定して制限時間を設
定。タイムキーパーが時間をチェックします。

★実際の保護者面談に近い状況を再現
します。保護者の緊張を和らげるため、
あえて向かい合わずに座り、「お忙し
い中、ありがとうございます」とあい
さつしてまず雰囲気を和らげました。

★保護者役は、保護者の気持ちを想像し、
なりきることが大切です。

ロールプレイ開始2

POINT

5分

　担任役・保護者役・記録係・タイム
キーパーの先生がそれぞれの感想や意
見を伝え合います。

★担任役は「保護者に何を伝えよう
としたか」、保護者役は「担任の
どのような言葉に心を動かされた
か」、記録係やタイムキーパーは
「見学者として、どう感じたか」など、
それぞれの立場から感想を述べる
とよいでしょう。

感想や意見を伝え合う3

POINT

10分

　ファシリテーター役の先生を中心に、
保護者対応について話し合います。ロー
ルプレイの題材に限らず、保護者と向
き合うときに大事にしていることなどま
で話を広げると、学びが深まります。

★ファシリテーター役の先生が一方
的に話すのではなく、「あなたが
担任役だったら、どのような話を
したか」などと質問して、話し合
い形式のまとめにすると、参加者
の考えがより深まります。

まとめ4

POINT

15分

　ロールプレイの学びを生かして、実際の保護者
面談に臨みます。終了後は、「面談自己評価※シート」
を用いて振り返り、課題の発見につなげます。

※面談後などにロールプレイの内容を項目ごとに５段階で自
己評価。保護者に安心してもらい、信頼関係をより深めら
れる対応ができたかを振り返ります。

実際の保護者面談5

園　長 大竹節子先生

所在地 〒１４２-００４３
 東京都品川区二葉１丁目３番２４号

園児数 二葉幼稚園１２４名（４クラス・2年保育）、
 二葉つぼみ保育園４３名（0～3歳児）

二葉すこやか園（二葉幼稚園・二葉つぼみ保育園）
◎幼稚園内に保育所を併
設する幼保一体施設。
園舎（2 階建て）の 1階
2 室を保育所保育室とし、
園庭では幼保の子どもた
ちが一緒に遊んでいる。
幼稚園では預かり保育も
実施している。

所要時間　45分
用意するもの
・記録紙（通常のノートでOK）
・ストップウォッチ
・面談自己評価シート

●保護者の気持ちを理解する
　保護者の立場を体験することに
より、保護者の気持ちに寄り添っ
て対応する姿勢をもつ。

●保護者への
　適切な対応の姿勢を学ぶ
　「話を聞いてほしい」「アドバイス
がほしい」など保護者の要望を読
み取る感受性や、適切に対応する
コミュニケーションスキルを身につ
ける。

●保護者対応の意識が共有される
　園内で保護者対応に関する意識
やスキルが共有され、保護者と園と
の信頼関係を深めることができる。

研修のねらい

・タイムキーパー役は峯崎由美子先生（2 歳児クラス担当）が務めました。
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★園内研修の実施頻度を聞いたとこ

ろ、保育所では公私の差がほとんど

なく月１、２回実施している園がも

っとも多いことがわかりました。一

方、幼稚園では、月に1、２回以上

行っている園が国公立で約７割です

が、私立では4割と差が見られます。

この調査においては研修の内容まで

は聞いていないため、頻度が多けれ

ばよいということではありませんが、

保育者全員が園の課題や教育方針に

ついて共通認識をもち、改善してい

くような取り組みが大切と言えるで

しょう。 注１　最も近いものを１つ選択 

100（%） 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

■実施していない ■週に１回 ■月に１、２回　 
■年に数回 ■その他 ■無答不明 

幼稚園 
（国公立） 

 
幼稚園 
（私立） 

 
保育所 
（公営） 

 
保育所 
（私営） 

 

園内研修の頻度 図１ 

5.1
4.7

1.0
0.5

4.5

3.0
1.9

2.4
2.2

18.0 51.6 24.4

7.8 6.4 32.8 43.3

6.2 4.9 49.4 34.7

4.34.3 50.3 36.5

※幼稚園編が引用元となるデータには　、保育編が引用元となるデータには　のマークを表示しています。 

※本結果のサンプル数は公営（公設公営）1540園、私営（民設民営、公設民営）1478園 

データから見る 
幼児教育 

園内研修（自園で主催する研修）を実施する頻度を教えてください。 Q

国公立幼稚園・保育所では月に１、２回、私立幼稚園は年に数回が最も多い 

保育の質向上への関心が高まる中、現場ではどのような取り組みがされているのでしょうか。  

ここでは、ベネッセ次世代育成研究所が行った「第１回幼児教育・保育についての基本調査（幼稚園編／保育所編）」の結果

をもとに、園内研修・園外研修の実態や、保育の質向上のための今後の課題について見ていきましょう。 

調査名　第1回  幼児教育・保育についての基本調査（幼稚園編） 
調査テーマ　国公立・私立幼稚園の教育活動、子育て支援活動などに関す
る意識・実態調査 
調査方法　郵送法（自記式アンケートを郵送により配布・回収） 
調査時期　2007年６月 
調査対象　全国の園児数30人以上（一部、園児数不明の園も含む）の国公
私立幼稚園の園長・副園長（教頭）・主任の先生（１園につき１名が回答） 
 
【サンプル数】 
 

今回ご紹介するデータの調査概要 

調査名　第１回  幼児教育・保育についての基本調査（保育所編） 
調査テーマ　２００８年３月告示の保育所保育指針への保育所の対応と、保
育所における保育の実態・課題を明らかにし、改善の方向性を探ること 
調査方法　郵送法（自記式アンケートを郵送により配布、回収） 
調査時期　２００８年９～１０月 
調査対象　全国の園児数３０人以上（一部、園児数不明の園も含む）の認可
保育所の所長・施設長（園長）、副所長・副施設長（副園長）、主任　※乳児
のみの保育所は除く 
【サンプル数】 
 

発送数 

有効回答数 

回収率 

合計 

12,000件 

3,018件 

25.2%

公立 

6,000件 

1,584件 

26.4%

私立 

6,000件 

1,434件 

23.9%

発送数 

有効回答数 

回収率 

合計 

7,100件 

1,604件 

22.6%

国公立 

1,420件 

401件 

28.2%

私立 

5,680件 

1,203件 

21.2%
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各園の園内研修に見る取り組みの工夫

　今回、事例でご紹介した園は、特
別に講師を招へいしたり、大がかり
な準備や場を設定したりせず、通常
の保育実践の場や勤務時間内で行え
る園内研修を実施していました。園
内研修の実施にあたって、先生がた
に負担を感じさせないようにするこ
とが基本と言えるでしょう。
　事例１は、研修用のビデオを用い
て、参加者全員が同じ場面を見て、
気づいたことを話し合う方法です。
ここで、保育者は同じ場面でもそれ
ぞれのとらえ方が違うことに気づき、
驚きます。そして、子どもの動きや
表情ひとつをとっても、いろいろな
見方があることを知り、自分の保育
を見直すきっかけになっています。
本来、ビデオカンファレンスは、自
分の保育をビデオに撮影し、参加者
から感想や意見をもらいながら保育
を見直していく方法ですが、慣れな
いと抵抗があります。その場合はこ
の事例のように市販の研修用のビデ
オを使うと、遠慮し合わずに意見を
交わすことができ、準備にかかる労
力を少なくすることができます。
　事例２の合同研究保育では、限ら
れた時間の中で研修を行うために、
午前中で保育の参観と話し合いを終
了する方法をとっています。短い時
間を有効に使う方法の一つと言えま
す。また、園長先生の「研修を通し
て若い先生に自信をもってもらいた
い」という趣旨で、見学後の話し合
いでも、「よいと思った点」からの
コメントを促すなど、まずは「批判
せずに認め合う」ことを実践されて

いました。
　事例３では、保育者全員による「教
育課程の見直し」を行っていました。
これは、“ 園の教育目標と実践を具
体的につなげたい”という園長先生
の強い思いがあっての取り組みです。
この園長先生の哲学（園としての方
向性や保育のビジョン）の大切さに
ついては、巻頭の秋田先生のお話（５
ページ）にも述べられています。また、
ベテランの先生も若手の先生も全員
が参加することによって、話し合い
が、それぞれの経験をもととした学
び合いの場となっています。
　事例４は保護者理解を深める視点
からの研修事例です。研修は子ども
を見る視点を深めるというだけでは
なく、保育を保護者に説明する姿勢

を見直す機会にもなります。ここで
は、「保護者の思いをまずは受け止
めること」が大切であることを学び
ますが、これは保護者に対する姿勢
として、大豆生田先生のお話（8ペー
ジ）でも大切な点としてふれられて
います。保護者とのかかわりについ
て、幼稚園教育要領には「家庭との
緊密な連携を図るようにすること」、
保育所保育指針には「保護者に対す
る支援を行うこと」とそれぞれ明記
されています。今後、ますます保育
者の価値観は多様化し、園への要望
も多岐にわたることが予測されます。
そのような状況に対応するために、
ロールプレイのように、役割や立場
を変えて相手の理解を深めることも、
有効な研修の一つでしょう。

　園内研修のメリットは、保育者が自園の課題を見つけ、共に学び合いな

がら解決する方法を考えられることです。そのため、どの園でもそれぞれ

の状況に応じて、効果的な研修方法で取り組んでいると思います。今回取

材した園においても、ご紹介した方法はその一部で、実際にはさまざまな

方法を組み合わせて実施しています。その中で共通している取り組みのポ

イントは、①保育者全員がかかわり、話し合いの中で共通理解を得る　②短

時間でも振り返り、話し合う機会を継続的にもつ　③自分の保育観を文字

にして周囲に伝える　④園長や主任の先生は、保育者自身が答えを見つけ

られるように的確な助言を行う、というようなことでした。

　園内研修を通して、子どもたちを見る視点や保護者への理解を深めてい

くことにより、保育はさらに充実したものになっていきます。今回ここに

ご紹介した事例やポイントが参考になれば幸いです。

ま と め
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★園内研修にかける予算では、幼保・

公私ともに０円が最多となり、特に、

公営保育所では約９割が０円という

結果となりました。公私で比較する

と、私立・私営の４園に１園程度は

年間 10 万円以上と回答しており、

これは国公立・公営に比べると高い

数値となっています。国公立・公営

は、申請をしてから費用が支給され

ることもあるため、予算額としては

０円と回答していることも考えられ

ます。各園が限られた予算の中で、

園内研修を行っている実態が明らか

になりました。 

★保育所調査において、なるべく多

くの保育士等が研修に参加するため

の工夫を聞いたところ、半数以上の

園が「保育終了後に実施」していま

した。公私で差があるのは、「保育

所の利用者数が少ない日に実施」で、

これは私営が約15ポイント高い結

果となりました。「その他」の回答

を見ると、「午睡の時間」「昼休憩」

という回答が多く、ほかには「土日」

や「職員会議のときに」などが見ら

れました。長時間の保育の合間や終

了後に集まるなど、時間をつくる工

夫をしている園も多くあるようです。 

★外部の講習会など、園外研修への

参加頻度は、国公私立幼稚園と、公

営保育所の約6割が年に数回の参加

という結果でした。それらと比較す

ると、私営保育所の半数以上が月に

１、２回の園外研修に参加しており、

参加頻度が高い傾向がありました。

外部で行われる研修への参加は、職

員の配置など園の実情も影響してい

るようです。 

★園外研修にかける費用は、園内研

修の費用に比べて、公私の別で費用

分布に差が見られました。国公立・

公営の約６～７割が０円である一方、

私立・私営では６割以上が年間 10

万円以上の予算をかけています。こ

れには、国公立・公営の園外研修の

費用が申請後に支給されたり、自治

体が開催して費用を負担していたり

することが考えられます。私立・私

営はそれぞれの園の方針に合わせて

予算配分が可能という背景もありそ

うです。 

■０円 ■１円～１万円未満 ■１万円～５万円未満　 
■５万円～10万円未満 ■10万円以上  

園内研修にかける予算（年額） 図２ 

注１　複数回答 

保育士が研修に参加するための工夫 図３ 

注１　記述式。特に予算がなければ「０」円と記入 
注２　無答不明を除く　　注３　区分下の数字はサンプル数（以下同） 

幼稚園 
（国公立） 

367 
 幼稚園 

（私立） 
1012 
 保育所 

（公営） 
1381
保育所 
（私営） 

1276

63.5

49.1

90.2 6.2
1.5

0.8

1.3

3.83.0 23.2 6.5

3.4 10.7 10.8 26.1

57.9 3.1 8.0 8.2 22.8

■保育所（公営） 　　　　■保育所（私営）

同じ内容の研修を複数回、 
実施している 

保育終了後の時間に実施している 

保育所の利用者数が少ない日に 
実施している 

特別な工夫はしていない 

その他 
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19.7
21.9
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100（%） 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

■参加していない ■週に１回 ■月に１、２回　 
■年に数回 ■その他 ■無答不明 

園外研修の頻度 図４ 

注１　最も近いものを１つ選択 
注２　１人でも参加していれば、１回とカウント 

幼稚園 
（国公立） 

幼稚園 
（私立） 

保育所 
（公営） 

保育所 
（私営） 

100（%） 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

注１　記述式。特に予算がなければ「０」円と記入 
注２　無答不明を除く 

園外研修にかける予算（年額） 図５ 
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■０円　　■１円～10万円未満　　■10万円～20万円未満　　■20万円～30万円未満　 
■30万円～40万円未満　　■40万円～50万円未満 　　■50万円以上 
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データから見る 
幼児教育 

園内研修にかける予算（年額）を教えてください。 Q

幼保・公私ともに０円が最多。公営保育所では約９割が０円 

なるべく多くの保育士等が研修に参加するために、どのような工夫されていますか。 Q

保育終了後の時間に園内研修を実施するという園が半数以上 

教員（保育士等）が受講する園外研修（外部の講習会など）について、 
参加頻度をおたずねします。 

Q

私営保育所の半数以上が、月１、２回以上園外研修に参加 

園外研修にかける予算（年額）をおたずねします。 Q

国公立・公営の約６～７割が０円、私立・私営は費用分布が幅広い 
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★園内研修にかける予算では、幼保・

公私ともに０円が最多となり、特に、

公営保育所では約９割が０円という

結果となりました。公私で比較する

と、私立・私営の４園に１園程度は

年間 10 万円以上と回答しており、

これは国公立・公営に比べると高い

数値となっています。国公立・公営

は、申請をしてから費用が支給され

ることもあるため、予算額としては

０円と回答していることも考えられ

ます。各園が限られた予算の中で、

園内研修を行っている実態が明らか

になりました。 

★保育所調査において、なるべく多

くの保育士等が研修に参加するため

の工夫を聞いたところ、半数以上の

園が「保育終了後に実施」していま

した。公私で差があるのは、「保育

所の利用者数が少ない日に実施」で、

これは私営が約15ポイント高い結

果となりました。「その他」の回答

を見ると、「午睡の時間」「昼休憩」

という回答が多く、ほかには「土日」

や「職員会議のときに」などが見ら
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注１　複数回答 

保育士が研修に参加するための工夫 図３ 

注１　記述式。特に予算がなければ「０」円と記入 
注２　無答不明を除く　　注３　区分下の数字はサンプル数（以下同） 

幼稚園 
（国公立） 

367 
 幼稚園 

（私立） 
1012 
 保育所 

（公営） 
1381
保育所 
（私営） 

1276

63.5

49.1

90.2 6.2
1.5

0.8

1.3

3.83.0 23.2 6.5

3.4 10.7 10.8 26.1

57.9 3.1 8.0 8.2 22.8

■保育所（公営） 　　　　■保育所（私営）

同じ内容の研修を複数回、 
実施している 

保育終了後の時間に実施している 

保育所の利用者数が少ない日に 
実施している 

特別な工夫はしていない 

その他 

（%） 0 10 20 30 40 50 60

19.7
21.9

58.5
54.4

7.9
23.1

12.5
11.1

20.2
20.1

100（%） 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

■参加していない ■週に１回 ■月に１、２回　 
■年に数回 ■その他 ■無答不明 

園外研修の頻度 図４ 

注１　最も近いものを１つ選択 
注２　１人でも参加していれば、１回とカウント 

幼稚園 
（国公立） 

幼稚園 
（私立） 

保育所 
（公営） 

保育所 
（私営） 

100（%） 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

注１　記述式。特に予算がなければ「０」円と記入 
注２　無答不明を除く 

園外研修にかける予算（年額） 図５ 
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データから見る 
幼児教育 

園内研修にかける予算（年額）を教えてください。 Q

幼保・公私ともに０円が最多。公営保育所では約９割が０円 

なるべく多くの保育士等が研修に参加するために、どのような工夫されていますか。 Q

保育終了後の時間に園内研修を実施するという園が半数以上 

教員（保育士等）が受講する園外研修（外部の講習会など）について、 
参加頻度をおたずねします。 

Q

私営保育所の半数以上が、月１、２回以上園外研修に参加 

園外研修にかける予算（年額）をおたずねします。 Q

国公立・公営の約６～７割が０円、私立・私営は費用分布が幅広い 
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★公営保育所では半数以上、国公立幼稚園や私営保育所

でも約４割が非正規雇用（契約期間に定めがある）であ

ることがわかりました。延長保育や一時保育など、保育

の多様化・長時間化への対応のため、非正規のスタッフ

が必要なことが考えられます。公営保育所の非正規割合

が高い背景には、運営費の一般財源化が人件費に影響し

ていることが考えられそうです。保育者の処遇や研修の

機会の違いを踏まえたうえで、保育者同士がいかに情報

を共有し、協力できる体制をつくれるかが、ますます重

要になってくると言えるでしょう。 

★幼稚園教諭では、6～７割が保育

士資格を併有していました。また、

保育士は幼稚園教諭第二種免許状の

取得者が約8割と高いことがわかり

ました。小学校教諭免許の取得者は

幼稚園教員に比較的多く、国公立幼

稚園では約 3割が所有しています。

このような背景には、養成課程で保

育士と幼稚園教諭の免許を両方取得

することが奨励されていることや、

幼稚園と小学校の教諭免許取得に必

要な単位が一部共通になっているな

どの背景がありそうです。 

★幼保いずれも国公立・公営の方が、

私立・私営に比べて経験年数が多い

教員（保育士）の占める割合が多く、

４～５割が10年以上の経験があり

ます。幼保で差が見られたのは、５

年未満の保育者の割合で、保育所（約

３～４割）に比べて、幼稚園（約４

～５割）が多くなっています。一概

に経験年数が長い保育者が多ければ

よいということではありませんが、

若手、中堅、ベテランの保育者がそ

れぞれに学びあう風土があることが

大切と言えるのではないでしょうか。 

注１　園長（所長）、副園長（副所長）、主任を除く  
注２　内訳の合計と教員（保育士）数が一致したサンプルのみ分析  

注３　各園の平均値  
注４　無答不明を除く 

教員の雇用形態（幼稚園） 図６－１ 

■フルタイムで正規雇用　　　■フルタイムで非正規雇用　　　■パートタイム雇用 
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（%） 1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

（%） 1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

幼稚園（国公立） 198

幼稚園（私立） 388

保育士の雇用形態（保育所／正規非正規の別） 図６－２ 

■正規雇用　　　■非正規雇用 

保育所（公営） 1053

保育所（私営） 993

保育士の雇用形態（保育所／常勤・非常勤の別） 図６－３ 
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■常勤雇用　　　■非常勤雇用 
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76.4 23.7

78.5 21.5

教員・保育士の免許、資格保有など 図７ 

注１　教員（保育士）数合計と、経験年数別人数の合計が合致したサンプルのみ分析  
注２　各園の平均値　　注３　無答不明を除く 

注１　各免許・資格の保有者数を、教員数合計で割った各園の平均値  
注２　無答不明を除く　　注３　複数保有している場合は、それぞれカウント 

教育・保育士の経験年数 図８ 

（%） 10010 20 30 40 50 60 70 80 90

■２年未満　　■２年以上５年未満　　■５年以上10年未満　　■10年以上　 

100（%） 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

幼稚園 
（国公立） 

170
幼稚園 
（私立） 

560 
 保育所 

（公営） 
760
保育所 
（私営） 

897

16.1 19.9 18.9 45.1

11.0 18.4 24.2 46.4

20.4 30.3 26.2 23.0

16.4 24.7 26.4 32.4

■幼稚園（国公立）　　■幼稚園（私立）　　■保育所（公営）　　■保育所（私営）　 

0

保育士資格 
の取得者 

幼稚園教諭一種免許状 
の取得者 

幼稚園教諭二種免許状 
の取得者 

幼稚園教諭専修免許状 
の取得者 

小学校教諭普通免許状 
の取得者 

63.6

40.6

64.3
83.1

78.1
81.0

1.7
1.7
2.1
1.9

19.0

28.4
12.4

3.8
3.4

16.3
16.4
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データから見る 
幼児教育 

教員（保育士）数の合計と、雇用形態別の内訳人数をおたずねします。 Q

公営の保育所では半数以上が非正規雇用 多くの保育士が幼稚園教諭免許も併有。国公立幼稚園は約3割が小学校免許取得者 

教員・保育士の経験年数をおたずねします。 Q

国公立幼稚園・公営保育所の約半数に１０年以上の保育経験 

教員の免許・資格保有数などをおたずねします。 Q
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年未満の保育者の割合で、保育所（約

３～４割）に比べて、幼稚園（約４

～５割）が多くなっています。一概
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今回「園内研修」をテーマに取材を行っ
て感じたことは、保育には「こうすればい

い」という答えがないということでした。だからこそ、保育者が
各々の考え方や見方を共有し、保育を振り返り続けることが大
切なのでしょう。園内研修の手法は多くありますが、保育者同
士が気軽に相談し合えるような雰囲気をつくることが、何より
の学び合いの機会となるのかもしれません。（杉田）

編 集 後 記

次号は2010年1月下旬発刊（予定）
年３回の発刊（予定）です

2 0 1 0 ● S p r i n g

上記の刊行物はすべてホームページからご覧いただけます。

http: //www.benesse.co.jp/ jisedaiken/

ベネッセ次世代育成研究所からの発刊物のご案内

ベネッセ次世代育成研究所各種検索エンジンで
「ベネッセ次世代育成研究所」と検索してください。

Ａ４判　２４ページ

◎２００８年３月に告示された幼稚園教育
要領改訂のポイントを解説。また、幼稚園
における子育て支援の実態について、ベ
ネッセ次世代育成研究所が行った調査
の結果や現場の実践例を紹介しています。

特集

幼稚園教育要領改訂の
ポイント

Ａ４判　２４ページ

◎幼稚園教育要領の改訂を受け、現場
ではどのようなことに留意して保育を展開
していくとよいでしょうか。「規範意識」「協
同して遊ぶ」という改訂のキーワードを解
説する実践紹介も掲載しています。

特集

幼稚園教育要領改訂を
日々の保育にどう生かす？

Ａ４判　２４ページ

◎改訂幼稚園教育要領でも強調された
「幼小連携」について、調査より明らかに
なった現状や実践例を紹介しています。
座談会では小学校が幼稚園に期待する
ことを取り上げました。

特集

幼小連携の充実に向けて
現場が取り組むべきこと

Ａ４判　２４ページ

◎今後の動きが注目される幼保一体化
について、その課題や展望を汐見稔幸先
生と無藤隆先生の巻頭対談でとりあげま
す。また、幼保公私さまざまな立場のかた
からの寄稿から新しい幼児教育を考えて
います。
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次号予告

幼児教育・保育に関する発刊物

◎０歳から就学前までの子
どもの成長発達と保育者の
かかわりや、幼児の言動の
意味と援助のポイントをまと
めました。

Ａ４判　１１２ページ

保育所での
子どもの発達と
保育のポイント

©ベネッセ次世代育成研究所　◎無断転載を禁じます

無料

◎４、５歳児の遊びの事例
を５９サンプル収集し、遊び
に含まれる学びの可能性や
保育者のかかわりを分析し
ました。

Ａ４判　７２ページ

幼児の遊びにみられる
学びの芽

無料

無料

◎全国の幼稚園・保育所を
対象に共通の設計に基づ
き、幼児教育・保育の実情
と課題を明らかにした調査
の報告書。

B5判　160ページ

第1回 
幼児教育・保育についての
基本調査報告書
（幼稚園編・保育所編）

頒価1500円有料

NEW

※ホームページから購入申込みできます。

2 0 0 9
A u t u m n

1

1

特集

インタビュー

振り返り、課題を見つけ、改善を図るサイクルを
東京大学大学院教育学研究科教授　秋田喜代美

6 園内研修に関するQ&A

ポイントを押さえて研修をより効果的に
関東学院大学人間環境学部准教授　大豆生田啓友
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　少子高齢化､核家族化のさらなる進行､女性の社会進出、経済のグローバル化､ ITによる情
報化など、社会環境の変化が加速し、家族のあり方や親子関係を含めた子どもの成育環境に
大きな変化が起こっています。
　ベネッセ次世代育成研究所は、子育て世代の生活視点を大切にしながら､妊娠・出産､子育
て、保育・幼児教育､子育て世代のワークライフバランスを研究領域として、家族と子どもが｢よく
生きる｣ための学術的な調査研究と体系的な理念の構築を行います。
　また､その調査研究成果を子育て世代を支える産科･小児科などの医療機関､保育・幼児教
育の専門家の方々に発信し、よりよい子育て環境をつくる一助となることを目指します。
　さらには､調査研究ネットワークを海外へも広げ、複眼的､学際的視点から日本の次世代育成
を考えていきます。
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事例1　ビデオカンファレンス　◎　東京都　新宿区立戸塚第二幼稚園

事例2　複数園による合同研究保育　◎　岡山県赤磐市　あすなろ保育園

事例3　全員参加による教育課程の編成　◎　静岡県静岡市　静岡豊田幼稚園

事例4　ロールプレイ　◎　東京都品川区　二葉すこやか園
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★保育士等の質が向上するために必

要なことを聞いたところ、公私でそ

の順位に差が見られました。公営で

は1位「研修時間の保障」２位「適

切な自己評価」、３位「年次研修の

充実」でしたが、私営では１位「給

与面での待遇改善」、２位「研修時

間の保障」、３位「適切な自己評価」

となっています。特に私営では「給

与面での待遇改善」については、公

営より 24.8 ポイントも高くなって

います。保育士等の質の向上のため

には、研修時間の保障や適切な自己

評価が求められるのと同時に、特に

私営においては給与面での待遇改善

が強く求められていることがわかり

ました。 

★保育所調査において、自園におい

て保育の質の維持・向上のために必

要な保育士等を聞いたところ、公私

ともに「障がい児や特別に支援を要

する園児などに関する専門性が高い」

「子育て支援に関する専門性が高い」

「保育士経験年数の多い」という順

になりました。公私の違いを見ると、

「障がい児や特別支援児への専門性」

は、公営のほうが約13ポイント高く、

また、「保育士の経験年数」では、

私営のほうが5ポイント高くなって

おり、それぞれに必要感が高いこと

がうかがわれます。 
注１　あてはまる番号を２つまで回答  
注２　選択された割合の合計 

保育の質の維持・向上のために必要な保育士等 図９ 
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保育士等の質が向上するために必要なこと 図10

注１　上位３つまで選択。数値は選ばれた割合の合計 
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■保育所（公営）　　■保育所（私営）　 

0

保育士等の養成教育の年限延長 

保育所・幼稚園の資格・免許の 
併用促進 

保育所・幼稚園の資格・免許の一元化 

保育士等の給与面での待遇改善 

保育士等の労働時間の是正 

保育士等を対象にした 
研修時間の保障 

保育士等の経験年数による 
年次研修の充実 

保育士等の資格更新制度の導入 

保育士等の適切な自己評価 

その他 

■保育所（公営）　　　　■保育所（私営）

保育士経験年数の多い保育士等 

幼稚園教員免許を保有する保育士等 

小学校教員免許を保有する保育士等 

障がい児や特別に支援を要する園児 
などに関する専門性が高い保育士等 

子育て支援に関する 
専門性が高い保育士等 

食育に関する専門性が高い職員等 

その他 
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保育の質を維持・向上させるために、どのような保育士等が今よりも必要だと思いますか。 Q

「障がい児や特別に支援を要する園児などに関する専門性」が必要とされている 

私営保育所では「給与面での待遇改善」を求める声が最も多い 

保育士等の質が向上するために必要だと思うことはなんですか。 Q
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